
!―P-179

京都大学糖尿病・栄養内科ヽ関西電力病房
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GLP-1アナログによるAkitaマウスの小胞体ストレス減少
効果

l―P-183 2型糖尿病における低炭水化物食の有用性とテーラーメニ
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I目的】GLP-1シグナル増強の小胞体ストレス (ERS)による膵β細胞障害
の抑制効果について検討した.【方法】ERSか ら高度の膵β細胞障害を来た
し糠尿病を発症するAkitaマ ウスに対し,GLP-1ア ナログであるexendin―
4(Ex-4)を 2週間投与し,膵ラ氏島の形態的変化や小胞体ストレスマー
カーについて非投与群と血糖値の影響を調整して比較検討した。【結果】Ex―
4投与により血糖値の上昇は有意に抑制された。Ex4投与群では,膵ラ氏
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の効果が血糖値の改善を介した作用か,直接作用かの検討も加え報告する.
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合有率の異なる食事で,健常者は6日 間,糖尿病患者は3日 間の
つた
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化働食摂取時で高血構が生じたが,運動でこれを抑制

競Fi上京

`.瑠

綸癬認麟 319亡
ると考えた

|―P-184  DMと 非 DMの人に対する炭水化物嗜好度調査
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【目的12型 DM息者 (DM)と非DM患者 (非 DM)において,食事嗜好
に違いがあるかを検討した。【方法】無作為抽出したDM(63名 )と 非DM
(173名)を対象にテンケートを実施.:結果】DMと 非DMでは,炭水化
物の嗜好魔に有意差はなかったが,DMは非DMに比べて,好みの食品数
が多く,ま た好み度指数も高いことが分かった.さ らにDMでは,男性よ
り女性の方が炭水化物食品を好むことが分かった。また非DMで非肥満者
(BMIく22)と肥満者 (BMI≧25)では,炭水化物の嗜好度に有意差はなかっ
たが,肥満者は,好みの食品数と好み度指数が非肥清者に比べて高いこと
が分かった。【総括】DMと非DMで炭水化物の嗜好度に差はなかったが,
DM及び肥満者は,非 DMで肥満のない者に比べて好む食品数及び,好み
度指数が高いことから,過食やエネルギー過剰摂取による体重過多や血糖
コントロールに悪影響を及ぼすことが示唆された。

病因子の食後高血糖に着日し,食事に含まれる炭水化物事と血糖
運動効果から糖尿病予防と治療を検討することを目的とした。
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|一 P-187  身体活動レベルと生活習慣アンケート調査からの歩数計の
有用性の検討              .
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【目的】
2型糖尿病患者を対象に,歩数計を用いた栄養指導を行い6カ 月前後の身
体活動レベルと生活習慣アンケート調査の結果を報告する
【対象と方法】
当院2型糖尿病患者 118名 を対象に,歩数計を渡した介入群46名 と非介入
群72名 の2群に分類した 生活内容を聞き取りPALを算出し生活習慣の
アンケート調査表を用いて点数評価を行った 検査結果を6カ 月前後で調
査し比較を行った
【結果】
対象者の6カ 月後のPALは高いほどアンケート点数は有意に高かった ま
た点数が高いほどBMI,HbAlら TC,血圧が有意に低値だった 検査結果
は低下傾向だった.介入群の6カ 月後のPALは有意に上昇し点数は上昇傾
向だった。歩数が多くなるほど有意にPALは上昇した,
【考察及び結語】
歩数が多くなるほどPALは上昇しアンケート点数も高値であることから,
歩数計を用いた動機付けは検査結果の改善に有用と思われた

l―P-188  若年2型糖尿病患者では魚の摂取量が血漿脂質に影響を与
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【目的】20～ 30代の2型 DMで高脂肪食以外に脂質代謝異常に影響を与え
る因子を検討した

【対象】46名 を脂質異常あり群となし群の2群に分類,栄養分析した
【結果】脂質異常あり群29名 (M/F=17/12)な し群 17名 (M/T=13/4)
異常あり群となし群のTG197,95,LDL―C128,101mg//dlで 有意差 (pく
0∞1,pく 005)を認めた 脂質摂取率は異常あり群281%でなし群の262%
に比べ有意に高値 (pく 005)食物繊維,摂取食品数は異常あり群が有意に
低値 (pく005)異常あり群の魚摂取量は45gで なし群の55gに比べて有意
に低値 (pく 0.01).
【結.al脂質代謝異常を有する若年2型 DMでは従来通り高脂肪食,低繊維
食であるだけでなく魚の摂取量が低値であった これが脂質異常,特に高
TG血症に影響している

|― P-191 総エネルギーを一定にした高脂肪食と従来の糖尿病食
る糖尿病患者でのクロスオーバー比較試験    |
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【目的】高脂肪食と食品交換表に基づく従来食が血糖値に及ぼす影響
した 【方法】糖尿病患者11例に従来食 (炭水化物 :蛋白質 :脂質,5,
25%)と 高脂肪食 (40:25:35%)を 2日連続で喫食させ血糖値を検討
運動,薬物治療は変更せず,指示カロリーは一定とした I結果】平
は652歳,BM1 27_7,経 日薬2例 ,イ ンスリン治療9例であった.各
血糖値に差を認めなかったが,早朝空腹時からの上昇量を比較すると
食・昼食・夕食の 1時間,2時 間後とも高脂肪食群で従来食群に比し
の低値を示した 感想のアンケート調査では,高脂肪食は概ね良好に
入れられたが,高齢者の中には高炭水化物食に対する嗜好の強い者もv

【結論】高脂肪食は食後高血糖を改善する効果を示すが,患者個々
基づいた継続可能な比率を選択することが必要と考えられた
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目的 :食事講習会 (S)へ参加した2型 DM100名 においてその効果を
した 方法 :自身で取り食べたカロリーを予測 (A),栄 養士が実際
リーを計算し (B),IBWを 基に理想カロリー (C)を算出した 単位
ついて栄養士が講習を行い,理解度を図るテス トを実施した Sの効
指標として S前 と2ヶ 月後のBMIと Alcを調査した 結果 :Bが A
回ったのは47名 ,Bが Cを上回ったのは63名いた B―Aや B―Cの
と非過剰群でBMI,Alc,テストの点に差は無く,B―A過剰群と非
で男の割合は過剰群で有意に多かった B―C過剰群と非過剰群でデ■
差は無かった S2カ 月後にBMIの改善は無いがAlcは有意に改善した
後に間食を控える等の変容があった 考案 :S後の体重やAlcの推脅:
ストの理解度を効果の指標として行動変容への取り組みへ反映したい●
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